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＊ 本年4月1日をもって、岡山店、岐阜店、高崎店を分社化いたしました。これら３店に加え、昨年９月に分社化した米子店の売上を

含む、全店18店計前年対比を実質数値として表記しております。

（前年比％）

＊大阪店には和歌山店・堺店、京都店には洛西店の売上を含む

＊横浜店には港南台店の売上を含む
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　4月度は、ﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝした東京店(4/21)、玉川店（4/28)が牽引、関東は各店とも好調に推移
し、衣料品低迷が影響した関西各店のマイナスをカバーし、18店計実質前年比は+1.0%と前年実
績を上回った。
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　商品別では、関東各店のﾘﾆｭｰｱﾙで導入した新規ﾌﾞﾗﾝﾄﾞが牽引し、特選衣料雑貨（前年比
+8.5%)、紳士服(同+6.4%)、紳士雑貨(同+6.8%)、婦人雑貨(同+4.1%)、食料品(同+2.1%)は好調に推
移したが、婦人服(同-2.9%)、ﾍﾞﾋﾞｰ･子供(同-1.5%)、リビング(同-7.6%)は低迷した。

　店舗別では、21日にｵｰﾌﾟﾝした東京店が好調に推移、改装したフロアを中心に、紳士服(前年
比+19.1%)、婦人服(同+10.8%)、婦人雑貨(同+20.7%)、食堂(同+16.5%)が二桁増のほか、18のﾌﾟﾚｽ
ﾃｰｼﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞを揃えた特選衣料雑貨は同+53.6%と特に高い伸びを示した。また、玉川店でも今回ﾘ
ﾆｭｰｱﾙした婦人雑貨(同+8.9%)、紳士雑貨(同+13.8%)が好調に推移、特選衣料雑貨(同+38.0%)も
引続き売上を伸ばした。一方、関西各店は月後半の降雨等の影響もあり低迷した。
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　法人事業は新規物件の受注増はあったが、前年の大口物件の受注減をカバーするには至ら
ず前年を下回った。また、通信販売事業もカタログ「春夏号」（4/12発行）他、食料品やテレビの
受注は好調なものの、衣料品やリビング用品の低迷により前年を下回った。
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